
重要魚種発生量調査

。涌坪敏明・天野勝三

調査目的

ヤリイカ・マダイ・ウスメバノレ・スルメイカ等の発生初期の稚仔魚及び卵の分布並びに発生量を把

握するととにより，本県重要資源の動向を予察し，もって漁業経営の安定に資する。

調査内容

1.調査期間 昭和58年4-10月

2. 調査海域及び調査定点

日本海沿岸(図1参照)

3. 調査船 青鵬丸 (56トン， 650P S) 

4. 調査方法

①各種ネットによるサンプリング

元図式中層ネット・@ネット・稚魚ネット・ ORIネットの4種の網を使用した。ネットの曳

網方法は下記のとおり。

。元田式中層ネット・・H ・H ・-水深50・100mでの10分間の水平曳

。⑮ネット 1

0稚魚ネット l

oORIネット j

...・H ・水深50・100悦からの垂直曳

※採集効果(出現個体数)を考慮し， 10月には元田式中層ネッ

トのみ実施。

① ピ」ムトロ-;レによるサンプリング

図1に示す調査海域において， 10分間のビームトロール曳網を行った。

調査結果及び考察

各種ネットによるサンプリングの調査月日別・採集地点別の稚仔魚・イカ稚仔・卵の出現状況を表

1 ，それの月別の出現状況を表2，ピ」ムトロ-;レの結果を表3に示した。

総出現個体数では，稚仔魚1，641個体，イカ稚仔94個体，卵1，788個となっている。乙のうちSt.

9-11及び14-15の元田式中層ネットの出現個体数についてみると，稚仔魚563個体，イカ稚仔18個

体，卵479個であるが， ζれを月別に比較すると，稚仔魚と卵では7月が最も多くそれぞれ425個体，

226個で，以下9月>10月>4月の順となっている。一方，イカ稚仔は9月が最も多く10個体(全点

の9月では84個体)で，以下10月>7月の順となっている。

次に，月別St.別の出現個体数としてみると， 4月ではSt.16(稚仔魚10個体，イカ稚仔1個体)， 
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次いでSt.10(稚仔魚7個体，卵5個)が多いが，そのほかは総じて少ない。出現個体数の最も多

い7月では，稚仔魚はSt.9 (268個体)，卵はSt.10(167個)が最も多く，海域的には大戸瀬沖

(St. 9 -12) >深浦沖 (St.14-20) >小泊沖 (St.1 - 8)の順となっている。 9月では，イカ

稚仔の出現が84個体と最も多くなっている。出現個体数の多いと乙ろは，稚仔魚ではSt.ll(35個体)， 

イカ稚仔ではSt.6 (17個体) ，卵ではSt.7・12(72個)となっている。 10月では， St.10・11の

出現個体数が多くなっている。

一方，ビ」ムトロ」ノレの結果をみると，総出現個体数は386個体で，出現種別にみると，アラメガ

レイ212個体(全個体数の54.9%)，カタクチイワシ65個体(同16.8%)，ネズッポ類50個体(13.0

%) ，乙の3種類で全個体の84.7%を占める。 57年に日本海側で同じ方法により実施した結果では，

総出現個体数1，684個体で，出現個体数の多いものは，イカ類(ミミイカ主体)405個体(全個体数

の24.2%)，ウシノシタ類(ササウシノシタ主体)324個体(同19.3%)，アラメガレイ291個体

(同17.4%)，スケトウダラ186個体(同11.1%)，ネズッポ類169個体(同10.1%)であり，重要

資源であるマダイ・ヒラメ・ヤリイカの卵のうもそれぞれ33尾， 35尾， 6本採集されていた。

57年と比較した58年の特徴は，採集回数が異なるζとから，総出現個体数は比較できないが，出現

割合をみると，アラメガレイとカタクチイワシの増加，イヵ類の減少，スケトウダラの未出現があげ

られる。また， 1尾のみだが南方性の魚類であるミナミキントキの採集もあった。

各種ネットにより採集されたものは現在査定取りまとめ中であり，出現種の傾向としては，稚仔魚

ではカタグチイワシ・キュウリエソが優占し，卵ではキュウリエツが多くなっている。また，イヵ稚

仔はほとんどスルメイカ(リンコトウチオン期のものも含む)であり，採集方法によりろ水量が多かっ

たためとも考えられるが，過去の知見ではみられないほど多数採集された乙とは特記すべきことであ

る。本県漁業の中核的存在で、あるスルメイカの再生産機構を解明するため，さらに資料の蓄積をはか

り，稚仔の分布生態について明らかにしていく乙とが必要である。
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表 l 各種ネットサンプリング結果表

① 調査月日 4月18----19日(18日……St.9----12. 19日……St.14 ----20) 

St. 網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

時間 (m) 稚仔魚イカ稚魚 os 
冗回式中層 11 : 20 50 ① ① 

~ ィク 100 
9 
稚 魚 11 : 10 100 ① 。R I ~ 100 

ヌじ田式中層 12: 33 50 ① ① 

~ グ 100 

10 稚 魚 12 : 20 100 。R 12: 00 100 @ 

@ 12: 15 100 

7c田式中層 14 : 13 50 ① 

グ イク 100 

11 稚 魚、 13 : 56 100 ① 。R 13: 34 100 ① 

4参 13: 50 100 

元田式中層 15: 45 50 

~ ~ 100 ① 

12 稚 魚 15: 35 100 。R 14 : 58 100 ① 

⑮ 15: 35 100 

瓦田式中層 07: 15 45 ① 

稚 魚 07: 03 45 
14 

① 。R 07: 08 45 

⑮ 07: 03 45 

フじ田式中層 07: 49 40 

イク イク 90 ① 

15 稚 魚 08: 00 90 。R 07: 44 90 ① 

⑮ 08: 19 90 

7c田式中層 08: 55 40 ⑮ ① 

稚 魚 08: 42 40 
16 。R I 08: 46 40 

⑮ 08: 42 40 

ヌじ田式中層 09 : 41 50 ① 

ィク ィク 90 ① 

17 稚 魚 09: 27 90 。R I 09: 20 90 

⑮ 09 : 35 90 

8 -



網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

St、
時 間 (m) 稚仔魚イカ稚仔 qs 

ヌじ図式中層 12 05 50 

。 // 1ω 

18 稚 ;魚 11 : 36 100 ① 。R I 11 43 100 

8 11 : 30 100 

元田式中層 10 : 20 40 

19 
稚 魚 10 : 10 40 。R I 10 12 40 

⑮ 10 16 40 

7c田式中層 10 : 59 50 ① 

グ グ 90 

20 稚 魚 10 : 45 90 。R I 10 : 39 90 

@ 10 : 50 90 

@ 調査月日 7月25・28---29日(25日……St.l"-8.28日……9---12.14~15. 29日……St.16---20)

網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

St. 
時間 (m) 稚仔魚イカ稚仔 卵

元田式中層 10 23 50 @ @ 

1 稚 魚、 10 : 23 50 。R I 10 36 50 @ ⑭ 

元図式中層 11 : 24 50 ① 

// イク 100 ① @ 
2 
稚 魚、 11 15 100 。R I 11 24 100 @ 

冗田式中層 16 : 45 50 ① 

// // 100 @ ⑪ 
3 
稚 魚 16 : 35 70 。R I 16 : 45 70 ① 

7c田式中層 15 : 50 50 

グ イク 100 
4 
稚 魚 16 : 07 100 。R 15 : 50 100 ① 

フじ田式中層 16 : 30 50 

グ イア 100 
5 
稚 魚、 16 45 100 @ 。R I 16 30 100 @ ① 

ヌじ回式中層 12 : 55 50 ① 

グ イア 100 
6 
稚 魚、 13 : 07 80 。R 12 : 55 80 ① 
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St 網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

時間 (m) 稚仔魚イカ稚仔 卵

ヌじ回式中層 13 : 30 50 ① ① 

'" // 100 ① ① 
7 
稚 魚 13 20 100 。R 13 : 16 100 

アじ回式中層 14 : 07 50 ① 

'ア // 100 ① 
8 
稚 魚 14 32 100 ① 。R 14 : 20 100 ① ① 

フじ田式中層 09 : 47 50 @ @ 

'" グ 100 ⑧ ⑬ 
9 
稚 魚 10 05 100 ⑦ ④ 。R 09 : 47 100 ⑧ ⑫ 

7c田式中層 10 : 40 50 @ ① @ 

// ィク 100 ⑬ ① 
10 
稚 魚 10 : 26 100 ⑮ ⑫ 。R I 10 26 100 @ ⑮ 

元田式中層 11 13 50 @ 

ィク イク 100 ⑫ ① 
11 
稚 魚 ⑫ @ 11 38 100 。R I 11 24 100 @ ① ⑮ 

フE田式中層 12 : 30 50 ① ④ 
。 // 100 ① ① 

12 
稚 魚 ④ @ 11 59 100 。R 11 57 100 @ ⑮ 

7じ図式中層 14 12 50 ④ ① 

14 稚 魚 14 : 24 50 ① 。R I 14 25 50 ⑩ ⑧ 

ヌじ図式中層 13 : 40 50 ⑪ ⑦ 
。 グ 100 ① ⑭ 

15 
稚 魚 13 : 23 100 @ @ 。R 13 : 22 100 ⑧ ⑫ 

冗図式中層 10 55 50 ⑩ ⑥ 
16 稚 魚 10 : 48 50 ① ① 。R 10 : 47 50 ⑫ (⑫ 

フじ図式中層 10 : 11 50 ⑮ ⑬ 
。

'" 100 ① ① 
17 
稚 魚 10 : 08 100 ① 。R I 10 : 23 100 @ @ 

フじ田式中層 09 : 42 50 @ ⑫ 
。 グ 100 @ 

18 
稚 魚 09 : 28 100 ① ① 一。R I 09 : 42 100 @ ⑮ 
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網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

St. 
時間 (m) 稚仔魚イカ稚仔 卵

フじ図式中層 11 26 50 ⑭ ⑫ 

19 稚 魚 11 43 50 ① 。R I 11 27 50 @ @ 

フじ田式中層 12 : 07 50 @ @ 

Q グ 100 ① @ 
20 
稚 魚、 @ ① 11 . 54 100 。R I 11 : 48 100 ⑪ @ 

@調査月日 9月19"-22日(19日……St.9 "-12. 14"-15. 20日H ・H ・St.16"-20.
21日....・H ・'St.1 -2. 6 -8 • 22日・…"St.3 -5) 

St. 網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

時間 (m) 稚仔;魚イカ稚仔 卵

ヌじ図式中層 13 : 28 50 @ @ ① 
1 
稚 魚 13 : 24 50 ① 

フじ田式中層 12 : 38 50 

2 Q 。 100 @ @ @ 

稚 ;魚 12 : 59 100 ① 

フじ田式中層 12 : 10 50 @ ① 
3 
稚 魚 12 : 24 60 

ヌじ田式中層 11 . 54 50 @ ① ① 

4 Q グ 100 ① @ @ 

稚 魚 11 37 100 

フじ田式中層 11 : 03 50 ① ① ① 

5 4ア 。 100 ① 

稚 魚 11 : 15 100 ① 

7c図式中層 12 : 00 50 ① @ 

6 。 ィク 70 @ ⑩ 

稚 魚 11 52 70 @ 

7c田式中層 11 : 22 50 @ ① @ 

7 。 イア 90 ⑫ 噂

稚 魚 11 42 60 

フじ田式中層 11 02 50 @ ① ① 

8 。 。 100 @ @ @ 

稚 魚 10 : 47 100 ① 

フじ田式中層 11 : 35 50 ① @ 

~ イク 100 ⑭ @ @ 
9 
稚 魚 11 : 50 100 @ 。R I Q 100 ① 

冗田式中層 12 : 37 50 ① ー@
10 グ イク 100 ⑪ ⑪ 

稚 魚 12 : 15 100 ① 
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St. 網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

時間 (m) 稚仔魚イカ稚仔 卵

冗図式中層 13 : 32 50 @ @ 

11 // イク 100 @ ① ⑫ 

稚 魚 13 : 57 100 @ ① ⑬ 

フじ田式中層 14 : 54 50 @ @ 

12 。 イク 100 @ ① @ 

稚 魚 14 : 19 100 @ 

冗田式中層 16 : 38 50 ① @ 
14 
稚 魚 ④ 16 : 34 50 

冗図式中層 16 : 03 50 @ @ 

15 // グ 100 @ ⑮ 

稚 魚 16 : 17 100 @ 

冗田式中層 08 : 05 50 @ @ 
16 
稚 J魚 @ 08 : 29 50 

冗田式中層 07 : 42 50 @ ① ⑮ 

17 。 // 100 @ @ @ 

稚 魚 07 : 27 95 @ ⑪ 

7c田式中層 06 : 45 50 ① ⑬ 

18 イア グ 100 @ @ 

稚 魚 07 : 09 100 ① ① 

ヌじ田式中層 08 : 55 50 ① ① @ 
19 
稚 魚 ① ⑦ 08 : 51 50 

フE田式中層 09 : 12 50 ① ① ⑩ 

20 グ グ 100 ① 

稚 魚 09 : 29 100 ① 

④ 調査月日 10月19日 (St.9'" 11， 14 "" 15) 

網の種類
曳網開始 曳網水深 出現個体 数

St. 
時間 (m) 稚仔魚イヵ稚仔 卵

元田式中層 10 45 50 @ @ 
9 

④ @ // ィク 100 

イア 11 : 20 50 ① ① ① 
10 

⑬ @ ィア グ 100 

イク 12 : 06 50 @ ① @ 
11 

⑮ @ @ グ グ 100 

14 。 14 : 23 50 @ @ 

イア 13 17 50 
15 

100 @ @ // 。
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表2 月別の出現個体数

全点の総出現個体数 St. 9 -11， 14-15の元図式中層net
月
稚 仔 魚 イカ稚仔 卵 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵

4 34 1 17 9 。 5 

7 1，295 2 1，011 425 226 

9 264 84 619 81 10 107 

10 48 7 141 48 7 141 

計 1，641 94 1，788 563 18 479 

表3 ビームトローノレ結果表

月 日 7月26日 7月26日 10月21日 10月21日

時 間 07 : 06~07 : 26 07 : 44~08 : 04 10 : 09~10 : 19 10 ・ 27~10 : 37 

場 所 高山沖 高山~出来島間 高山沖 高山沖

水 深 12~13m 11m 20m 30m 計

ミナミキントキ 1 1 ( 0.3)% 

ヒ メ ジ 4 4 ( 1.0) 

キ ス 1 (lI~ 1 ( 0.3) 

ネズッポ類 3 (忌蜘d 8 (J8と14771111I 39 50 (13.0) 

出
カタクチイワシ 26 <:n止鋤d 39 65 (16.8) 

"" 。 ラ 類 1 1 ( 0.3) 
現

ゼ 類 5(~_ 5 ( 1.3) /、

魚 =クハゼ， ? 1 1 ( 0.3) 

ハオコゼ? 1 1 ( 0.3) 
種

1(Ihmd 2 (為と10071l1lIコ チ 類 3 ( 0.8) 

個 ヒ ラ メ 1 (砧71I1II 8 (I4~~34671111Ì 9 (2.3) I 

体
アラメカ「レイ 76 (lI土7伽が 32 (易と伽d 叩(易土マW 25 212 (54.9) 

ササウシノシタ 16 (ると12671111I 2 (私) 1 19 ( 4.9) 

数 カワノ、ギ 1 4 5 ( 1.3) 

、、 ミイカ 1 1 ( 0.3) 

コウイカ類 1 1 ( 0.3) 

タ コ 類 1 1 ( 0.3) 

そ の 他 6 6 ( 1.6) 

計 108 36 124 118 386 
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